
大学生の大学生活への適応過程に関する研究 (7)

における寮生活，食生活管理，モチベーションを中心に
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本研究は，中央大学学友会体育連盟(以下，体連)に所滅寸る学生後対象に， (1)体 

i畿の学生の競技種目ごとの寮生活・食生活の主意識や行動の特徴， 食生活の意識・行(2)

動が競技・部活動へのモチベーションに与える影響， 上級伎のそチベーションの高(3)

841低が下級生の生活と意識に及ぼす影響を検討すること会問的とした.体連の学生 名� 

7l2~，女 122名，不明 7 名)を対象とした質問紙調査まから，次のことが明らかにな

集団競技種目の学生は鑓人競技や対人競技縁関の学生よりも，十分な錘践と休養1) 

0が取れ. 1I!待問があると感じていた.悩人競技稜自の学生iム集団競技や対人競

技種尽の学生よりも，食事をコントロールして絞るという慾識が渇く，なおかつ規
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った.� 

取廷しく逮重患にi遭った食生活を実践していた.� 

2) 食生活管理の重婆笠を認識し，適切な食生活を災践している学受注は，高いよそチベ

シ翠ンをもって積極的に部活動や競技に取り緩んでいた.さらに，大学卒業後も，

競技を緩けて成績・記録を伸ばしていきたいと考える傾向にあったー� 

3) 上級生� (3・4年生)のそチベーションの緩皮i丸下級余(I・� 2年生}のストレ

スやストレッサーを強める一方で，競技成績の伸びゃ満足度，食生活管理の行動，

指導者との関係などを良好にしていた.

以上のことから，日常的な食生活管理にあらわれるような自己コントロール能力は運

動選手の身体づくりのみならずモチベーションの維持・向上にも重要要な意味をもってい

ることが示唆された.
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目 的

われわれは� 1997年度以降，体連に所属する学生を対象にして，大学生活への適応過程に関

する研究を行ってきた.

最初の� 4年間は，体連の学生と一般学生を比較検討することを主な目的として調査を実施し

た.都筑ら� (1998，1999，2∞0，2001)は，体連の学生が身体的不調に関する心理的ストレスを

強く感じ，部活動上での悩みや学習上の悩みに関するストレッサーを受けていることを明らか

にした.

このような調査結果を基礎としながら，われわれは，体連の学生の生活に即した固有の問題

について検討し，次のような結果を示してきた.都筑ら� (2002) によれば，競技成績(レギュ

ラーとしての試合出場や記録・成績の伸びなど)や競技種目(個人競技・対人競技・集団競

技)によってストレスの感じ方に違いがあった.都筑ら� (2003) は，競技成績の伸び・停滞

が，ケガや病気に対する不安の感じ方，ストレス・ストレッサー，学業生活に影響することを

明らかにした.また，指導者が練習の場面に来てくれるかどうかがストレス・ストレッサーに

関連すること，指導者との関係は上級生との関係のあり方と関連することもわかった.

体連の学生は，その多くが競技成績にもとづいて選抜されるスポーツ推薦入学試験を経て入

学し，大学入学後は，南平寮(専用パスで大学まで� 15分程度)や部ごとの学外寮において集

団生活を送っている.都筑ら� (2002) によれば，寮生活がストレスの原因となっており，寮を

出たいと，思っている学生ほどストレスを強く感じていた.現在，南平寮にはωo名を超える学

生が部ごとに各部屋に分かれて集団生活を送っている.体連の学生はスポーツをするという点

では共通しているが，競技種目の違いによって，練習時間や練習スタイルが異なっていたり，

食生活では個別の配慮が必要で、あったりする.とりわけ，体連の学生にとって，食生活を自己

管理して，体力を維持向上させていくことは大変重要な問題である.南平寮という集団生活に

おける，体連の学生の寮生活・食生活について競技種目による差異があるかどうかを見ること

は重要な課題である.

また，都筑ら� (2002) によれば，レギ、ユラーとして試合に出場したり，インカレなどの大会

に出場したりするなど，競技で活躍した学生ほどストレスの感じ方が少ないこともわかってい

る.体連の学生にとって，競技での成績は大学生活の中で中心的な位置を占めている.大学入

学後に競技成績が伸びた学生は，練習や試合によって生じるケガや病気という不安材料をかか

えながらも，高いモチベーションをもって積極的・能動的に自らの競技に励む一方で，学業や
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競技以外の大学生活にも意欲的に取り組んでいた(都筑ら，� 2003).競技・部活動に対するモ

チベーションが，日常的な食生活管理とどのような関連性があるかを検討することは重要な課

題である.

さらに，体連に所属している部では，部活動内で指導者や上級生からサポートを受けたり，

サポートを受けられると期待できたりすることが，安心して競技や部活動を行う基盤となって

いる(都筑ら，� 2003). 上級生の競技へのモチベーションが高い場合，下級生にも良い影響を

及ぼし，部活動が活発化することが予想される.したがって，上級生の競技へのモチベーショ

ンが高い部と低い部を比較して，両群における下級生の意識や行動の差異について検討するこ

とは重要である.

以上のことから，本研究では.� (1)体連の学生の寮生活・食生活の意識や行動を競技種目ご

とに検討し.(2)食生活の意識・行動が競技・部活動へのモチベーションに与える影響を検討

し.(3)上級生のモチベーションの高低が下級生の生活と意識に及ぼす影響を検討することを

目的とする.

(都筑 学)

方 法

調査内容

質問紙の内容は，①フェースシート，②大学生活についての意識，③寮生活，④食生活，⑤

心身の適応状態(心理的ストレス反応尺度，ストレッサー尺度).⑥自己評価(自尊心尺度) . 

⑦部活動内の対人関係(指導者，上級生，下級生との関係についての意識).⑧性格，⑨高校

時代と大学での部活動についての感じ方の違い，⑩ケガや病気の有無やそれらについての悩

み，⑪競技に対する今後の希望，⑫部活動についての自己評価，⑬卒業後の進路希望，⑭取得

単位数� (2年生以上)であった.①，②，⑤~⑦，⑨~⑬の質問項目は，都筑ら� (2003) と同

じであった.③~④，⑧は今回新しく作成した質問項目である.

調査対象

体連の学生841名.内訳は� 1年生204名(男� 178名，女25名，不明� l名).� 2年生226名

(男 191名，女32名，不明� 3名).� 3年生218名(男� 179名，女36名，不明� 3名).� 4年生� 193名

(男 164名，女29名). 

また，これまでの研究と同様に，競技種目によって，個人競技(陸上，水泳，ヨット，馬
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術，弓道，スキー，女子総上，自転車， 1重量挙，射撃，ゴルフ)，集団競技(硬式野球，ハン

ドボ…ル，バレーボ…ル，準硬式野球，サッカー，ラグピー，ボート，アメリカンフットボ…

ル，女子ラクロス，ソフトボー )V，フィールドホッケ一人対人競技(相撲，ソフトテニス，

ボクシング，レスワング， 硬式庭球，フェンシング，柔道，剣道，パドミントン，日本

拳法，女子主義球， に分類した.

諒貸手続

体連の学生については， よび各部の部長，監督を通して調査への協力を依頼し.~

部のマネージャーから を配布してもらい，部ごとに調査を実施した.

調棄期間 

2∞3年7月

結果の盤甥

ストレス

都筑ら(1999) によって6因子から成ることが確認されているストレス尺度 (35項目)の中

から，精神的不安，身体的ストレス，否定的感情，身体的不調，対人的孤立，情意減i患の悶子

ごとに因子負荷畿の高いものを 3項芭ずつ選び，合計立を算出した.

ストレッサー

都議ら (2002)のストレツザ…尺度からストレッサー全般の昌子を徐き，勉学ストレッサ

ー，議カ適性ストレッサー，祭主主活ストレッサー，対人関係ストレッサ…の 4鶴子ごと

点を算出した.

{器薬

結果と考察  

1. 寮 生 活  

1寸 競技形態別の寮生活

南平寮で生活をしている連動部学生を対象に，競技種目別に個人競技，対人競技，築関競技

の 3つを独立変数として，寮生捕に閲する 8項目について比較検討した (Table1-1)ー
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一要因の分散分析の結果，有意差が見られなかったのは「寮で勉強しているJ I寮で出され

る食事に量的に満足しているJ I寮で出される食事に質的に満足しているJ I寮の食事に代わり

に自分で買って食べることがあるjの4項目だ、った.

「寮で十分な睡眠が取れるjでは� 5%水準で有意差が認められた� (F(2，472) = 3.81，p < .05). 

さらに多重比較を行った結果，集団競技と他の競技(個人競技，対人競技)の聞に5%水準で

差が認められた.個人競技，対人競技に比べて，集団競技の方が，� I寮で十分な睡眠が取れるj

と思っていることカfわかった.

以下の項目も同様に分析すると，� I寮で十分休養しているjでは，� 5%水準で有意差が認め

られた� (F(2，471) = 3.52，p < .05) .この項目においても集団競技の方が，他の競技よりも十分

な休養が取れると思っていることがわかった.

「寮で自由な時聞があるjでは� 1%水準で有意差が認められた� (F(2，471) =5.28，p < .01) .こ

の項目では，個人競技よりも他の競技の方が自由時聞があると思っていた.� I寮の食事の代わ

りに自炊・外食することがあるjでは5%水準の有意差が認められた� (F(2，470)= 4.25，p < .05) . 

対人競技より他の競技の方が，自炊や外食をする傾向にあることがわかった.� 

Table 1-1 競技形態と寮生活

個人競技 集団競技 対人競技� F値 多重比較

寮で十分な睡眠が取れる� 2.77 (0.95) 2.98 (0.86) 2.68 (0.92) 3.81* 対，個<集

寮で十分休養している� 2.70 (0.95) 2.98 (0.80) 2刀� (0.86) 3.52* 個，対<集

寮で勉強している� 1.92 (0.85) 1.93 (0.85) 1.94 (0別)� 0.02 

寮で自由な時聞がある� 2.71 (0.93) 3.05 (0.79) 2.91 (0.87) 5.28本本 個<対，集

寮で出される食事に量的に満足し� 2.79 (0.98) 
ている� 

2.83 (0.96) 2.87 (1.02) 0.29 

寮で出される食事に質的に満足し� 2.21 (1.02) 
ている� 

2.29 (0.96) 2.45 (1.00) 2.74 

寮の食事の代わりに自分で買って� 3.27 (0.80) 
食べることがある� 

3.15 (0.80) 3.14 (0.90) 1.35 

寮の食事の代わりに自炊・外食を� 3.22 (0.83) 
することがある� 

3.21 (0.82) 2.97 (0.89) 4.25本 対<集，個

)内は標準偏差，個=個人競技対=対人競技集=集団競技，う<.05梓� p<.Ol 

1-2 競技形態別の食生活管理� 

3つの競技種目を独立変数として食生活管理の� 10項目について一要因の分散分析を行った

ところ，� I身体管理のために嫌いなものでも我慢して食べるjの項目は有意差が認められなか

ったが，他の� 9項目に有意差が認められた� (Table1-2). 

「競技に必要な体力向上のための食生活をしているjでは0.1%水準で有意差が認められた
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(F(2，470)たな� 16.05，p<.001). ~賢人競技の方が伎の競技よりも体力禽上の食生話をと意識してい

ることがわかる.� r~B 三食規則正しく食事をする j では， 0.1 %水準で有意蒸が認められた 

(F(2，469)おお� 23.62，p<.001) .偶人競技がf患の競技よりも規制正しい食生活をしていることが

わかる.fi葉動最にi遭った食生活をしているjでも� 0.1%水準で有意差が認められた� (F(2，468) 

9.01，pく.∞1).個人競技は，他の競技より過した食生活をしていることが認められる. rサブ

リメントを常用している」でも� 0.1 られ� (F(2，468)日10.99，pく.001)， 

銭入競技はfむの競技よりサプリメントを常用しているこ� kがわかった.r試合に勝つにはお頃

と患う� jでも� 0.1%水準で有意差があり (F(2，468)ニ� 6.95，p<.000， 

償入競技が他の競技よりも食事栄養驚壊を していることが認められる.r自分でカロリ

し 取っているjでは5 られた� (F(2，468)ニ� 3.04，p<.05) . 

f体力j匂上のためには食生活は重要だjは19志水準で有意蓋があり� (F(2，468) 5.66，p<.oO，出� 

個人競技は，他の競技よりも食生活が体力向上のために重要と考えているものが多いことがわ

かる. r 469)競技前の食生活管理は重要だと思うjは，� 1 %水準の有意差が認められ(1"(2，� 

6.19，pく川).個人競技が他の競技よりも食生前の管理会重要視していることがわかった.rお
腹が減るとファーストフード・インスタントラ…メンを食べるJは0.1%水準の有慈悲があり

げ(2，470) 26.83，pく� 001)，個人競技は他の競技よりファーストフード・インスタントラ口� 

メンを食ベないことが認められた.� 

Tableい2 稜授賞手慾と食生滋管理

億人競技 委長関競技 対人競技� F短� 

交す， 主義<綴柿*16.057 (0.78).42(0.79)絹22.95 (0.90)
設をしているj主主

る日三三余波員IJJEしく食事をしてい� 3.08 (1.01) 2.53 (0.99) 2.41 (0.93) 23.62料* 対，緩く俄

た食生活をしている� 2.97 (0.89) 2.55 (0.78) 2.69 (0.88) 9.01紳 牢 集，対くf髄

サプリメントを常用している� 2.76 (1.09) 2.20 (1.01) 2.38 (1.07) 10.99牢 特 集，対く側

試合に勝つには日頃の栄養管理が� 
3霊祭だと.ll:!，う

3.49 (0.83) 3.22 (0.78) 3.18 (0.88) 6.95*材 対，築く側� 

自分でカロリー計算して食事を取� 
っている

2.07 (0.93) 1.80 (0加)� 1.93 (0.94) 3.04本 対，築く{関

体力検JJこのためには食生活は重要� 
だ

3.59 (0.80) 3.33 (0.79) 3.32 (0.88) 5.66制 対，築く俄

身体管理患のために嫌いな物でもガ� 
マンして食べる

3.01 (0.99) 2.79 (0.94) 2.79 (0.96) 2.93本 対，築く{援

競技毒をの食生活管理は重要だと思

つ
三61 (0.75) 3.36 (0.78) 3.33 (0.86) 6.19業家 主守，集<儀

お綴が訴まるとファーストフード舞� 
2β1 (0.99) 2.57 (1.03) 2.75 (0.96) 26.部*特 徴 く 集 対

インスタントラーメンを食べる

内は標準偏差，個=個人競技 対z 対人競技� 1長官集毘競技，牟� p<.05梓� p<.Ol判事ド�  001 
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以上の結果を総合してみると，食生活管理において個人競技は対人競技や集団競技に比べ，

体力向上や競技前の食事管理，身体管理のための食事などに意識をもって食生活をしているこ

とが明らかである.個人競技の場合には，自分の身体的な状況が競技成績に直接的に結びつく

ために，日常生活において食生活への配慮、が欠かせない.そこで，食生活管理の重要性を認識

するだけでなく，実践しているものと考えられる.

(八島健司) 

2. 食生活管理� 

2-1 朝食と夜食・ストレスの関係

「朝食を食べないJという項目と「夜食を食べるJという項目をクロス集計した結果，有意

差が見られた� (x2 (1)=85.14，p<.oo1).どこに違いがあるかを検討するために残差分析をし

たところ，� I夜食も朝食も食べないJ人よりも，� I夜食を食べずに朝食を食べるJ人の方が有意

に多かった� (p<.05). また，� I夜食も朝食も食べるJ人よりも，� I夜食を食べて朝食を食べな

いJ人の方が有意に多かった� (p <.05). 

Table 2-1-1 朝食と夜食の関係
つまり，夜食を食べる人は朝食を食べな

夜食を食べない夜食を食べる� 
い傾向があり，夜食を食べない人は朝食

朝食を食べる 225 (30.5%) 136 (16.3%) 

を食べる傾向があった� (Table2-1-1). 朝食を食べない 148 (17.7%) 297 (35.5%) 

「朝食を食べるJ群と「食べないJ群� 

において，ストレスの� 6因子に差異が見られるかどうか� t検定を行った.その結果，� I情意減

退J(t(829) = -3.05，p<.01)において有意差が見られ， I朝食を食べないJ群は「食べるJ群

よりも情意減退を強く感じていることがわかった.また，� I精神的ストレスJ(t(829) = -1.85， 

p<.10)と「身体的ストレスJ(t(830) = -1.67，p<.10) において両群の差に有意な傾向が見ら

れた.統計的な有意差が� Table 2-1-2 朝食とストレスの関係

見られなかった項目を含 朝食を食べる 朝食を食べない� t値

めて，ストレスの� 6因子 精神的不安� 2.09 (2.回)� 2.42 (2.72) ー1.85+

の全てにおいて，� I朝食を
身体的ストレス� 0.85 (1.70) 1.05 (1.87) -1.67 + 

否定的感情� 2.02 (2.42) 2.23 (2.62) -1.18 
食べないJ群は「食べるJ

身体的不調� 2.89 (2.63) 3.05 (2.78) -0.85 

群よりもストレスを感じ 対人的孤立� 1.29 (2.01) 1.51 (2.24) -1.48 

ていることカfわかった 情意減退� 1.58 (1.86) 2.02 (2.30) -3.05** 

(Table 2-1-2). 
)内は標準偏差.+ p<.1O** p<.OI 

(白 善美)
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2-2 食生活管怒とそチベ…ション

「試合に勝つ・記録を伸ばすためには，日頃からの食事の栄養管理が3重要であると思うJr体
力の向上のためには，食生活はE重要であると思う� J r競技前の食生活の管理は議瞭であると思

うjの3項目の得点合計を食生活管理の認識の得点とした.r競技に必要な体力を向上させる

ための食生活告としているJ r一日三食規則正しく食事をしているJ r運動量に迷った食生活をし

ているjの3項目の得点合計を食生活管理の実践の得点とした.

認識の得点は，� 3 12点に分布したので，� 3~9点 (34.9 %). 10点� (11.8%)，11-12 

(53.3 %)にヨ分割した.食生活菅理の実設の得点は， 3-12点に分布したので，� 3-7 

した.j%)に三分象.4(48点9-12%)，04.1点8))，(37.5%

さらに，認識得点に関する� 3群と実践得点に爵する� 3群をクロスさせて，

群，� r誌、識経・� 3長銭強j群，� r言意識高・実践罵j群，� r認識高・実践強j 群の 4 群~強出した

この4群を独立変数として，高校時代に比べて現在の方が，� r練習に満足しているJ r充実し

た部活動を送っているJ r掻導格制に満足しているJ r自分の能力を生かしているJ r自分の部

に誇りをもつようになったJ rやる気をもって取り組めているJ r練習施設・設備に満足してい

るJ r自分で考え工夫して練習するようになったJ r 競自分に対して誇りをもつようになったJ r
技に対する意識が高まったjの10項目について比較してみた.

その結果，一元配鍛の分散分析� (Table2-2-1)において， r練習脆設・設備に満児してい

るjを除くその他の現闘で，次のような有意差が見られた.r練腎に満足しているJ(F(3，621)= 

4.63，p < ，r 622) = 6.98，p <.001) 指導体制に満足.01) 光3たした部活動を滋っているJ(F (3，� ，r
しているJ(F(3，621)口� 4.99，p<.01)，r自分の能力を生かしている� j印(3，620)山口.12，� 

p<β01). r りをもつようになったj住(3，621)= 10.67，p<.01)，rやる気をもっ

担て取り組めているj按(3，620) 20.83，p<.∞o. r自分で考え工夫して練留するようになっ

出 出たj坊(3，621) 14.78，p<.OOI)，r岳分に対して誇りをもつようになったj坊坊，621) 8.43，� 

p<.OO1)， r競技に対する意、識が高まったJ(F(3，620) = 19.30，p < .001). 

さらに有意義が見られた� 9項話について訟lれはn法による多重比較をおこなっ

て� 5%水準で以下のような義が晃られた� (Table2-2-1). 

f練習に満足しているjでは，� r認識抵・実践強J r認識高・実践強J群は

「器識高・実践溺j群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと実践している ，高校時

代に比べて現夜の方が練溜に満足していることがわかった.

「充実した部活動を送っているjでも.r 認識高・実践強J群は「秘識低・認識低・実践強J r
実践関J r認識高・実践硝Jよりも得点が高く，食生活管理をきちんと実践している選手は，
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Table 2-2寸 食後泌を雪滋とそチベーション

(滋校の持よりも
涜夜の方が)

認識紙・実践~~ 認識高邑実銭弱認識低・~銭強認議高・実践強 Fi滋 多重比較� 

練穏に満足してい 認低実弱，認高実弱く
る� 2.56(096) 2.5θ(1.08) 2.83 (0.89) 2.88 (0.95) 4.63榊

認低実強，認高実強� 

光笑した部活動を� 6.98事務本 認低実言語，認高実弱<
送っている

2.59 (1.∞)2.62 (1.06) 2加� (0.87)2.97 (0.91) 
認低実強，設、主主実強� 

指導体制に満足し� 
2之.3災� 6 銘� 01υ)23(ωO 

認書室実弱，認低~弱<
ている

4(ωO惨念号部防)2.28(江1. 之.呑結� 4.99榊

認高実強，認低~l童 

自分の能力を生か� 
2.35 (0.87) 2.38 (0.99) 2.77 (0.91) 2.80 (0.90) 11.12*場 認低実弱，認高実弱く

している 認低実強，認高実強� 

自分の部に誇りを� 
2.60 (0.97) 2.63 (0.97) 2.80 (0.97) 3.07 (0_93) 10.67脚 本 認f政策弱，認高実弱，

もつようになった 認低実強<認、高実強� 

やる気をもって取� 
2.61 (0.9必� 2.77(0.94) 2的� (0.斜)3.お� (0創) 20.83*榊 認低実弱<認低実強く

り組めている 認高実強� 

練習施設・設備γ
-2.72 (0.95) 2.75 (1.08) 2.65 (0.96) 2.68 (1.07)


満足している


自分で考え工夫す� 
2.76 (0.92) 2.95 (0.87) 3.06 (O.紛)� 3.30 (0.75) 14.78料* 認低実弱<認低実強く

るようになった 認高実強� 

問分に対して誇り� 
2.44 (0.88) 2.47 (0.97) 2.77 (0加)2.84 (仏卯) 8.43材 中 認、低実弱，認高実弱<

をもつようになった 認低実強，認高実強� 

競技に対する意識� 
2.71 (0.95) 2.84 (0.95) 3β3 (0.88) 3.34 (0.81) 19.30事* 認低災弱<認低実強<

が高まった� 認言語災強� 

) I有は標準量毒薬，紳Pく.01・柿� p<.OOI

高校時ftに比べて充実した部話動を送っていることがわかった.� 

f指導体制に満足しているjでも，� 認識砥・� 3足踏強J rr 認識高・実践強j群は「認識低・実

践弱J r認識高・実践~~J 群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと している選手は，

高校時代に辻べて指導体制に満足していることがわかった.� 

rel分の能力を生かしているjでも，� r 妻、議高・実銭強j群が� f認識ff!;.実践強Jr 言、議録・� 

3た銭弱J r認識高・実践鵜j群よりも得点が高く，余生活管理をきちんと爽接している選手は，

高校時代に比べて自分の能力を生かしていることがわかった.

[自分の部に誇りをもつようになったjでは，� r認識寓・実践強J群は� f認識低・実践弱J r認
識高・実践弱j群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと実践し，食生鴻管理に対する認識

の高い選手は，高較時代に比べて現在の方が議分の器に誇りをもつようになっていることがわ

かった.

「やる荒をもって取り組めているjでは，� r 認識認識高・実践強j群が「認識抵・実践弱Jr
商・実践弱j群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと実践し認識が高い選手は，高校時代

に比べやる気をもって取り組めていることがわかった.

http:2.77(0.94
http:0.87)2.97


10 ゆ央大学f来事主体育研究所紀婆 議事22i受� 

f務分て?考え工夫して隷奮するようになったjでは，� r露議高・実議議j群が

網実践顎J群よりも得点が高し食生活管理をきちんと実践し，

する認、織の高い選手は，高校時代に比べて して練習するようになていることが

わかった.� 

I闘分に対して誇りをもつようになったJでは.r認識低・実践強J r認識高・実践強J群が

-実践~~J r認識高・実践弱」群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと実践してい

る選手は，高校時代に比べて告分に対して誇りそもつようになっていることがわかった.� 

f競技に対する意識が高まったjでは，� r 認識低認識潟・実賎強j群が� f E

群よりも得点が高く，食生活管理をきちんと実銭ふ食生活管理に対する

，高校時代に比べて競設に対する まっていることがわかった.

以上の結果会見ると，競技のために良鮮な食犠濯を実践している選手は.� 10のそチベ…シ

ヨン項自のうち� f練習に満足しているJr 指導体制に満足して充実した部活動を送っているJr
いるJ r自分の能力を生かしているJ r自分に対して誇りをもつようになったjの5項目で高校

時代よりも高まったと考えていた.また食生活の3重要性を認識し，良好な食摂取を実践してい

る選手は.r自分の部に誇りをもつようになったJ rやる気をもって取り組めているJ r自分で

して練翠するようになったJ r競技に対ナる意識が高まった」の� 4境問で高校時代よ

りも言語まったと考えていた.これらを合わせて考えると，食生活の重要性を認識する，しない

に拘わらず，良好な金摂設を実践している選手は，� J-j上の� 9項吾で高投時{tよりも高まってい

た.つまり食生活管理を実践している選手は，韓技に対するモチベーションがi向上しており，

とそチベーションとの関に強い関連があることがわかった.

(舟橋一部) 

2-3 食生活管理と将来展望

食生活管理の認識と実践に関する� 4群を独変数として，自分が現在やっているスポーツに

ついて，それを将来はどのように宥っていきたいかという観点から� 7項目の将来展撃につい

ての議問に関して，一元軍量の分散分析をと狩った� (Table2-3-1).その結果.r大学主事業後も

競技を絞けたいjという要呂では有意議が見られなかったが，ぞれ以外の環揺では，次のよう

山られた.rもっと成績・記鋒を伶iましたいJ(F(3，622) 32.74，p<.OOl)，rも
っとレベルの高いところを目指したいj智治.619) =12.08，p<ぶ01).r競技マ主主計を立てた

いjぽ(3，621)= 5.40，p< .001)，r競技についての知識を深めたいj間� (3，621)= 20.98， 

pく.001). r将来，指導者になりたいJ(F (3，621) =4.88，p <.05)，競技にたずさわって
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Table 2-3-1 食生活管理と将来後援

認識低ー実践弱認識高・ ~î鰯認識低・実践強認識高・実践強 ドイ磁 多重比較

もっと成綴・記録 キ認低実弱，認低実強く� 
を伸ばしたい

3.19 (1.02) 3.66 (0.74) 3匂25 (0.87) 3.87 (0.48) 32.74糾

認高実弱<認高実強

大学本業後も競技� 
を続けたい

2.53 (111)2.5♀(l紛)2.55 (1加)2.77 (1.11) 2.42 

もっとレベルの泌い
2.50 (1.13) 2.68 0.13) 2.65 (1.14) 3.12 (1.06) lゑ08傘

傘認、低実弱，認低3震強，� 
同� 

言君、高実弱く認高実強ところを日指したい� 

Lφ--

2.02 (1.11) 1.81 (0.98) 2.26 (1.13) 2.26 (1.13) 
*認、高実弱<認、低実強，

5.40* 
認高実強

一生，競技にたず� 2.46 (1.14) 2.41 (1.07) 2.60 (1.04) 2.75 (1.12)
さわっていきたい

3.40本
認高実弱，認低~弱く 
認高実強

将来，指導者� γf� ~ 7J: 2.25 (1.09) 2.19 (1.11) 2.36 (1.07) 2.58 (1.1I)
りたい

4容器*
認高実弱，認可低実説く� 
認高実強

競技についての知� 2.61 (1.14) 3.02はぶ))2.80 (0.97) 3.36 (0.88)) 
識を深めたい 色

20.9暗林容認低実弱<認海笑弱く
"認高実強

)内;ま線機鋪祭，本 p<.05特*p<.OOl 

いきたいJ(ド (3，622)= 32.74，p<.05). 

次に，どの群聞でそれぞれの項目 していたのかを検討するために多重比較� (D凶叩1

法)を行ったところ，� 5%水準で以下のような差が見られた� (Table2-3ーが‘� 

fもっと成績・記録を伸ばしたいjという項自では，� r認識器・� 3建設弱Jr認識径・実裁強j

群と� f認識高・謀議議J r 器、議高・実践弱j群と「認識高・認識高・実践強j群との間.r
強」群との欄に農が認められた.つまり食事菅理に関する意識の高い人ほど，もっと成績・

録を伸ばしたいと考えていた.

「もっとレベルの高いところ(念日本やオリンピック，世界など)を目指したいjという

自では. r認識高・実裁強jの群が他の群より有意に得点が高かった.即ち金事の管理をして

いて意識も という選手は，他のどのタイプの選手達より，競技を持うよでもっとレベルの

高いところを関携したいと考えていた.� 

f競技で生討を立てたいjという境問では，� r認識高・実践弱j群より� f認識高・実践強J.

「認識低・実践強J群の方が有意に得点が高かった.即ち意識の高俄にかかわらず食事管理令

実接している灘手は，他に比べて将来も今の競技で生計を立てたいと考えている.� 

f一生競技にたずさわっていきたいJという項目では.� r認識高ー築設強j群が他のどの群よ

りも有意に得点が高かった.npち，食事管理に窮する意識が高く，なおかつ金事誉理を仔って

いる選手ほと二今やっている競技に一生たずさわっていきたいと考えていた.

「将来， になりたい」という項聞については. r認識高・実践強j群が他のどの群より
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も った.食事管理を行っていてなおかっその意識の高いという は，将来指導

になりたいと患っている入が多かった*

「競技についての知識を深めたいjという墳時については，� I認識抵・実説拐j群より

高終践弱J群の方が得点が高しさらにそれより「認識高・実践強」群の方が高かった.即

ち して行動も意識も低いという よりも，意識の高い選手の方が，さらにそれ

より行動も も高いという選手の方が， ての知識をさらに深めたいとより� m ・噛考

えてい

以上の結果，体遺の学生として麓技をしている選手違が，カロリーやバランスを計算しなが

ら余事を� 3韻しっかり家っている場合，そのような選手たちは今やっている自分の競技に対し

てさらに精進して技術的にレベルを上げ，成績・結巣を出したいという額いをもっていて，競

技に対する積極性のあることがわかった.さらに，今の競技で生計を立てたい，

けたい，将来指導者になりたいなど競技に対ナる常定的姿勢のあることもわかった.

(早川 

3. モチベーション

まずそチペーション項自に対して樹子分析{玄関子法，プロマックス回転)をど持ったけable 

3-1-1). その結果，量子負荷量0.39以上をど基準に� 2理子を抽出した.第� 1調子は，� I練習に満

足しているJ I詣導体認に満足じごいるJ I練替施設・設備に溝足しているjなどの項騒が含ま

れていることから，� I蔀への感情jと名付けた.第� 2量子は，� I競技iこ対する まったj 

Table 3-1-1 モチベ…シ罫ン項尽の因子分析の結采

因子 I 因子n
(高校の時より現在の方が)

部への感情自分への感情

練習に満足している� 0.95 -0.11 

充実した部活動を送っている� 0.81 0.08 

指導体制に満足している� 0.75 0.05 

自分の能力を生かしている� 0.51 0.27 

豪華轡施設置設備に満足している� 0.39 0.12 

競技に対する意識が高まった� O.∞ 0.85 

自分で考え、工夫して線演するようになった� -0.10 容.75

自分にますして誇りをもつようになった� 0.04 0.69 

やる気をもって取り緩めている� 0.18 0.67 

自分の部に誇りをもつようになった� 0.37 0.45 

因子関相関� 0.74 
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「自分で考え，工夫して練習するようになったJ I自分に対して誇りをもつようになったjとい

う項目が含まれていることから，� I自分への感情j と名付けた.それぞれの間子の倫頼性係数� 

( a係数)を算出した結果，第� 1悶予が日ニ0.84，第2因子が a=0.87であっ� 

3-1 モチベーシ潟ンと食金活管理� 

3-1-1 モチベーションと食生活

上級生� (3年生� 4 について，� I告分への惑情jの得点を用いてよそチベーションの程

震を滅定し，モチベ…ションが高いか録いかにより食生活費理にどのような影響を及ぼすかに

ついて検討した.� 

3年生のモチベーションの高低と食生活については，� t検定を行った結楽，� I競技に必繋な

体力向上のための食生活そしているJ (t(146) = -5.96，p<.01)， I一日三食規則しく食事を

しているJ(t (146) …4.92，p<.∞1)， I選動量に適った食生活をしているJ(t (146)日-5.19，� 

p<.05) について有意麓が認められた.モチベーションの高い群は競技に必要な体力向上のた

めに，一日三食規則正しく，運動畿に漉った食生活をしていることがわかった.rお離が減る

とファーストフード，インスタントラーメン会食べるJ(t(146) = -3.83，p<.01) については，� 

1%水準で有意差カ替、められ，よそチベ…ションの盤い群は食生活に対する関心が依いことがう

かがえる� (Table3-1-2). 

Table 3-1-2 3年生におけるそチベーションと食生活管湾

低群 書毒 事季� t鍛� 

競技に必要警な体力向上のための食生活安している� 2.34 (0.87) 3.13 (0.74) 5.紛糾*� 

-8三食規則正しく食事をしている 2.37 (1.03) 3.16 (0.92) 4.92判 権

運動量に適った食生活そしている� 2.47 (0.91) 3.20 (0.81) …5.19州 市

サプリメントを常用している� 2.21 (1.05) 2.87 (1.18) …3.58*榊

試合に勝つには日頃の栄議長後潔が3監察だと思う� 3.04 (0.99) 3.39 (0.75) 2.39場 料

自分でカロリ}計算して食事会取っている� 1.66(ω0.82) 加 悦 一3.5.2糾椴船 田� 2.2o(ω1.04) 防� 

l活霞i体力向上のためにはま食役1 はま童滋ま望獲Eだ 釘� 3.71 (ω0.4紛)3.21 (ω0.97) 9 …3 

身体管理のために嫌いな物でもガガ「マンして食ベる� 2.4必9 (1.∞) 3.16 (ω0.96紛)� ， …4.‘14伊*榊，榊

競技前の食生t活舌管理iはま笈警饗警だと怠う� 3.1沼8 (ω0.9鉛0) 3夢β忠6臼1 (ωO歩.7苅0) 一3.2ヂ榊

お渡古溝るとファーストフード・インスタントラーメンを食べる� 2.68 (1.12) 2.03 (0.97) 3.83柿*

}内は標準偏差， 林家�  P<鎗� l 

4年生のモチベーションの高盤と食生活については，� t検定を行った結果，� r一日三金規厳正

しく食事をしているj似127)日…4.05，pく01) 運動量に適った食生活をしているJ(tU25)，r
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Table 3~1 ~3 4年般におけるよそチベ…シ沼ンと食生約管理

低若手 高喜平� t値� 

競技に必要な体力向� kのためのi主役活そしている 2.56 (0.89) 2.79 (1.05) 1.35 

一日三食規則正しく食泰をしている 2.25 (0.98) 2.98 (1.06) 4.05判事�  

運動量に適った食生活をしている 2.41 (0.87) 3.∞(1.01) -3.50林容�  

サプリメントを常用している 2.06 (1.05) 2.52 (1.21) -2.26事� 

試合に勝つには日頃の栄養管埋が3重要だと思う 3.11 (0.9必� 3.40(0.8紛1.84 

色分でカロリ一計算して食事を限っている 1.79 (0.85) 1.97 (1.04) 1.05 

体力向ヒのためには食生活は重要をだ 3.19 (0鮒)� 3.50 (0.90) -1.89 

身体管理のために嫌いな物でもガマンして食べる 2.63 (1.05) 2.82 (1.09) 0.97 

競技前の食生活誉理は3重要だと思う 3.15 (0.94) 3.53 (0.86) 2.41本� 

お農が減るとファーストフード・インスタントラーメンを食べる� 2.46 (0.89) 2.18 (1.12) 1.55 

) F"Hま様議昔話笈， 参� Pく.05傘特�  Pく ぷH

-3.50，pく.01)という� 2填話において� l られた� (Table3寸一3). 

3-1-2 モチベーションと食生活持議会

3年生の食生活行動とモチベ…ションの瀦畿については，� t つ� fサブ1)メ

ントを常用しているJ(t(145)口…3.58，p<邸)，� rEl分でカロ 1) 取っているj 

(t(146)=-3.52， r (t(I46)=-4.14，Pく� 01)，身体審理のために嫌いなものでもガマン� 

p<.01) と各項告で� 1%水準で有意義が認められた作able3-1-2). 

4年生の食生活行動とそチベーションの高紙については，� t検定を行った結来，� rサプリメ

ントを常用しているJ (t(127)ェェ-2.26，pく� 05) の項羽のみら%水準で有意楚か官、められた� 

(Table 3-1-3). 

以上のことからそチベーションの高い群は， においても高い知識と認識があると� 

考えられる.� 

3-1-3 モチベーションと食金活意識

3年生の食生活意識とモチベ…ションの高俄については，� t検定念行った結果，� r試合に勝

つには日頃の食事栄養管理が重要だと思うJ(t (I46) pく.05)，rおお� 2.39，� 体力向上のためには

食生活は重要だJ(t (146) p<訓)r 46)…3.98， 競技前の食生活管理はま重要書だと思う� J(t (1

-3.29， .01)となり， rp < 試合に勝つには日墳の食事栄養管理が議繋だと思う jは5%水準の

有意差が認められ，� r 競技能の食生活管理は援要だと患体力向上のためには食生活は重要だJr
うJでは� 1%水準で有意差が認められた� (Table3-1-2) . 
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4~生の宝生活意識とそチベ…ションの高低については， t検窓会行った結果，� r競技前の

食生活管理は重要だと思うJ(t(I26) -2.41，p<.05)の壊践のみ� 5%水準で有意差が認めら

れた� (Table3-1-3). 

モチベーションの高い群は競技に対し真撃に対応する様子が見られ，いかに自分のパフォー

マンスを上げるかについて考えて食生活をしているかがわかる.� 

3-1-4 モチベーションと轍食・晴好品� 

fタバコを吸う� J rお濯を飲むJ r穀食を食べないjとモチベ…ションの高低については，� t検

た結果，� 3年生では� fタバコを吸う� J(t(l47)之口一之93，pく.05)に5%水準での手王室主

義が認められた.rタバコを吸うjについては，モチベーションの佳い群iこ高く，競技による

身体機能への負荷の強さ等の影響が考えられる.特に循環器系の機能が競技に影響するスボー

ツでは幌煙は大きなリスク うことになるため避ける傾向がある.

「お酒を飲むjについては，モチベーションが高い群，低い群の両者に差はなかった.� 

f朝食を食べないJ(t(l47)口一 2.鴻，� p<.05)については，モチベーションが高い護学と低い

群ではと� 5%水準で谷意差があり，イ誌い群は朝食を食べないものが多いこととなる.� 

4年生については，この壊では有意差は見られなかったー� 

3年生について，モチベーションの高f丘と食生活管理面会見ると，ほとんどの項目

られた.

食生活面では，モチベーションの高い群は� f競技に必要な体力向上のための食生活をしてい

るJ r-百三食規則正しく食事をしているJ r運動量に遣った食生語をしているj

く，日常生活において，体力向上のための食生話を心がけ，運動釜も視野に入れた境期立しい

をしていることがわかる.食生活富でも� fまき襲が減るとブアーストフード，インスタント

ラーメンを食べるjについては，よそチベーションの抵い群が高く，栄養面での意識の諜がうか

がえる，

食生活行動では，モチベーションの高い群では「サプリメント会常用しているJ r自分でカ

ロリー計算して食事を取っているJ r身体管理のために嫌いなものでもガマンして食べるjが

潟くなっている.特にサブリメントは栄養補給の他，競技の特性に稜って補強する意味からも

使用されるケースも多く，コンマ以下の記録に控戦する場合には欠かすことができないものと

なっていることからもその関心境がうかがえ，食事苦言でも総心の窓績をしていることが想定さ

れる，
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食生活行動では，モチベーションの高い群では，� r試合に勝つには日頃の食事栄養管理が重

要だと思う� J r 競技前の食生論管灘は議饗だと思う� Jが体力向上のためには食生活は重要だJ r
くなっている.モチベーションの高い群は，日頃から競技に対して体力臨からも食生活を意

識し，栄養の摂取方法を考えていることが推測される.特に記録に挑戦する競技では，栄養素

を体内に貯蔵して，効率よい出力を達成するために栄養管還は欠かすことが出来ないるのの� 1

つである.� 

3年生においては，モチベーションの高い群と法い群とで食生活饗護者動すべてにおいて栢

違が晃られた.食生活管理において，モチペーションの高い群は畿い群によとべ自演から食生活

を複野に入れた競技生活をしていることが見られた.� 

4年生におけるモチベーションの高さと食生活驚獲を見ると， られた項訪は，� 3 

年生のようにすべての項自には見られず� 4填自であった.

食生活では「一日三食聾副正しく食事をしているj しているJの

2項目がモチベーションの高い群で高く，規則正しく一 をとし，� l議動議まを視野に入れた

食生活をしているといえる.

食生活行動では，� rサプリメントを常用しているjの項のみがそチベ…ションの高い群で高

く，サプリメントを常用するなどの認識が高いことがわかる.

食生活意識については，� r競技前の食生活管理は議喪だと思う� Jの演がそチベーシ冴ンの高

い群で有意に高く，モチベーションの高い群は競技前における いて考えている

ことがわかる.

モチベーションの高い群と低い群では食生活管理面で明らかに相違が見られた.特に身体管

理面で欠かすことのできない栄養摂取に関して，スポーツの犠闘による議点の盤き方の濃い，

競技の性格による身体管理面での違いなどが食生活に影響を与えるものと考えられる.

{西谷暁子) 

3-2 モチベーションと麓技成績・遊詩・� 8尊心

ここでは， 上級生� (3，4年生)におけるそチベーションと競技成績，進路，自尊心との欝係

を讃べた.� 

3-2-1 モチベーションと震技法績

まず，� 3年生の自分へのモチベーションの高低と競技成績について分析した� (Table3-2-1). 
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t検定の結果，� i高校時代よりも自分の技術・技能が向上したJ (t(145) -8.01，p<.01)，i高

校時代よりも記録・成績が伸びたJ (t(145) = 3.92，pく01)，i集問スポーツの場合試合で

レギュラーを経験したJ (t(135) = 2.67，p<泊)という項飼それぞ、れに 1%水準で有意差が見

られた蚤期ち，モチベーションの高い群の方が， ~ほい群と比べて.í各識の大会に出場して活躍

したJ["部活動で自分なりに満是のいく成績‘成果をあげることがで冬たJ["高校時代よりも自

分の技術・技能が向上したJ["高校時ftよりも詑銭・成綴が伸びたJ["集盟スポーツの場合 試

合でレギュラーを経験したjと答える者が多く，逆にそチベ…シ沼ンの抵い群の方が， ["大学

に入ってから記録・成績が伸び協んだjという壌自に関して綴答するものが多かった.� 

Table 3-2-1 3年生における� a分へのよそチベ…シ ンと主主技成績

紙護学 潟若宇� t鍍

各種大会iこ出て活躍した� 2.21 (1.03) 2.47 (1.04) 1.58 

部活動で自分なちに満足のいく成緩・成采をあげることができた� 1.96 (0.90) 2.17 (0.98) 一1.38

高校雲寺代よりも自分の技術・技能が向上した� 2.04 (0.95) 3.27 (0.91) 8.01*梓

高校待代よりも記録・成績が伸びた� 2.10 (0.97) 2.81 (1.22) 3.92キ材

大学に入ってから記録・成績が伸び悩んだ� 2.67 (1.12) 2.43 (1.ω) 1.31 

(集団スポーツの場合}試合でレギュラーを経験した
(個人スポーツの場合)全日本学生選手権(インカレ)などの 2.48 (1.32) 3.07 (1.27) -2.67特

大会に選手として出場した

料� p<β1脚本�  p<.∞1

次に，� 4年生の自分へのモチベーションの高低と競技成績について検討した� (Table3-2-2). 

t検定を行った結果， ["各種の大会に出場して活躍したJ(t(128) …4.43，p<.01)，["部活動で

満足のいく成績・成果をあげることができたJ(t(l26) -5.部，� Pく.01)，["高校時代よりも自口� 

分の技術・技龍が向上したJ(1(126) = -6.09，pく� 01)，["高校時代よりも記録・成績が伸びたj 

(t (I26) = -6.04，p<.01)，["集団スポーツの場合 レギュラ…をど経験したJ (t(108)ニ� 

-2.86，p < .01)項巨で� 1%水準の有意差が認められ， ["大学に入ってから詑録・成績が伸び悩

んだJ(t(l26) = -2.34，p < .05) という項忌ではら%水準の有慈愛が授、められた.ここでも患

分へのモチベーションが高い群の方が， ~まい群と比べ， ["各離の大会に出場して議議したJ["部

活動で自分なりに満足のいく成績・成采をあげることができたJr高校持我よりも務分の技術・

技能がj向上したJ["高校詩弐よりも記録・成績カ宝伸びたJ["集鵠スポーツの場合 試合でレ本;J..

ラーを経験したjと答えた者が多く，遂に� f大学に入っ -成績が伴ぴ協んだjとい

う項吾では，モチベーションカ吋まい群の方が高い群よりも極答が多かっ



18 中央大学保健体育研究所紀要� 第22号� 

Table 3-2-2 4年生における自分へのモチベーションと競技成績

低群 高群�  t値� 

各種大会に出て活躍した� 2.19 (1.04) 3 ∞(1.01) -4.43*柿� 

部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげることができた1.80 (0.91) 2.81 (1 ∞) 5.86*** 

高校時代よりも自分の技術・技能が向上した� 2.33 (1.04) 3.40 (0.91) -6.09*柿� 

高校時代よりも記録・成績カ吉伸びた� 2.08 (1.02) 3.21 (1.05) -6.04*柿� 

大学に入ってから記録・成績が伸び悩んだ� 2回(1.13) 2.21 (1.10) -2.34* 

(集団スポーツの場合)試合でレギュラーを経験した
(個人スポーツの場合)全日本学生選手権(インカレ)などの 2.91 (1.24) 3.52 (0.94) -2.86柿

大会に選手として出場した

)内は標準偏差 *pく� .05料� pく刷*柿�  pく.001

さらに，� 3年生の部へのモチベーションと競技成績について検討した� (Table3-2-3). t検定

の結果，� r 53)二一�  5.98，高校時代よりも自分の技術・技能が向上したjという項目で� 1%水準� (t(1

p<.01)，r 53) -5.80，高校時代よりも記録・成績が伸びたjという項目で同じく� 1%水準� (t(1 = 

p<.01) の有意差が見られ，� r部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげることができ

たjという項目では5%水準�  (t(154)= -2.41，p<.05)の差が見られた.部へのモチベーショ

ンの高い群が，低い群と比べて，� r部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげることが

できたJ r 高校時代よりも記録・成績が伸び高校時代よりも自分の技術・技能が向上したJ r
たjと答えるものが多かった.� 

Table 3-2-3 3年生における部へのモチベーションと競技成績

低群 高群�  t値

各種大会に出て活躍した� 2.26 (0.94) 2.47 (0.99) -1.38 

部活動で自分なりに満足のいく成績・成果をあげることができた� 2.01 (0.88) 2.37 (0.96) -2.41* 

高校時代よりも自分の技術・技能が向上した� 2.21 (0.95) 3.31 (0.95) -5.98*柿

高校時代よりも記録・成績カf伸びた� 1.99 (0.86) 2.92 (1.09) -5.80柿*

大学に入ってから記録・成績が伸び悩んだ� 2.62 (1.06) 2.40 (0.98) 1.36 

(集団スポーツの場合)試合でレギュラーを経験した
(個人スポーツの場合)全日本学生選手権(インカレ)などの 2.69 (1.29) 2.96 (1.19) -1.32 
大会に選手として出場した

)内は標準偏差 *pく.05柿� Pく目01柿� *pく加I

次に� 4年生の部へのモチベーションと競技成績について検討をした� (Table3-2-4). t検

定の結果すべての項目に有意差が認められた.� 1%水準で差が見られた項目は，� r各種の大会

に出場して活躍したJ(t(124) - .4， .01)，r= 43p< 部活動で自分なりに満足のいく成績・成果

をあげることができたJ(t(122)=一 5.86p<瓜)，� r，� 高校時代よりも自分の技術・技能が向上し
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たJ(t (122)む� f高校時代よりも記鋸・成績カr1)，.0<p，6.09 伸びたJ (t(122) …6.04，p<.01)， 

「集団スポーツ レギギ、よユLラ一を軽験したJt(仇(l05日)士言芝一2

学に入ってから .成綴が伸ぴ悩んだJという項目では5%水準で悲が児られた(似以� 却t(122) 

2.34，pく.05).部へのそチベーションが高い群の方が，低い群に比べて，� r各穂の大会に出場

して活躍したJ r音s拍動で段分なりに満足のいく成績・成果をあげることがマゑたJ r高校時代

よりも自分の技術・技能が向上したJ r 集鵠スポーツの高校時代よりも記録・成績が伸びたJ r
場合 試合でレギ、ュラ…を経験したjと答える者が多かった.逆に，部へのそチベ…ションが

患い群の学生のが，高い群に比べて，� r大学に入ってから記録・成績が伸び瀧んだjと多く

答えている，� 

Tabl轄� 3-24 4年金三における部へのそチベーシ詔ンと競技成綴叩� 

f丘署季 潟若手 t1盗� 

各種大会によおて活緩した� 2.19 (1.04) 3.∞(1.01) 4.43・紳� 

部活動で自分なりに満足のいく成綴・成果をあげることができた� 1.80 (0.91) 2.81 (1.∞) 5.86・榊� 

高校時代よりも自分の技術・技能が向上した� 2.33 (1.04) 3.40 (0.91) 6.09*柿� 

高校時代よりも記録・成績が伸びた� 2.08 (1.02) 3.21 (1.05) 6β4*中市� 

大今に入ってから記録・成績カf伸び悩んだ� 2.倒(1.13) 2.21 (1.10) 2刷34* 

(集団スポーツの場合)試合でレギュラ…を綬験した
(個人スポーツの場合)念日本学生選手権(インカレ)などの 2.91 (1.24) 3.52 (0.94) 2.86** 

して出場した� 

)内は標準偏差*ド.05材� p<.01料集�  p<.∞1 

3-2-2 モチベ…シ汲ンと瀧諮・自尊心の擦係� 

3年生における自分へのそチベーションの高母と進路・岳尊心との関係を分析した付'able 

日一3-2-5).主検定の結来何年間で卒業できる見込みであるJ (t(l47) 3.12，p<.01λ 

心J(t (141)= -2.98，p<.01) ，それぞれの議呂で� 1%水準の有意差が認められた.浅分への

モチベーシ浸ンが高い群の方が，娃い群と辻べて，� r4年間で卒業できる見込みであるjと答

え，� r自尊心jの境会いが高い傾向にあった.また.� 4年生の密分へのモチベーションの潟紙

と進路・自尊心との関係について検討した� (Table3-2-6). t検定の結果，� r自尊心jの項目� 

Table 3-2-5 3年生における自分へのそチベーションと進路および白線心� 

低群 高群�  t値� 

きる見込みである 2.85 (1.04) 3.32 (0.82) 3.12材� 

就職についての兇過しはたっている 2.18 (1 ∞) 2∞(0.95) 1.13 

自尊心 18.49 (4.56) 20.74 (4.46) 2.98糾

4 

)内は標準偏差， p<.Ol料� 
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で5%水準の有意義が認められた仇(125)出…� 2.61，p<.05). R~ち，自分へのそチペーシ滋ン

が高い群のが，縫い群と比べて，� r自尊心jをもっ度合いが高い額向にあった.� 

T鵡ble3ω2ω6 4年生における自分へのぞチベーションと進路および白書事心

低若手 高群�  t値� 

4年間で卒業できる見込みである� 2.13 (1.10) 3.43 (1.12) 1.57 

就職についての見通しはたっている� 2.68 (1.12) 2.82 (1.30) -0.65 

自爆心� 19.46 (5.15) 21.88 (5.23) 2.61柑

}内は標準偏差， 本事� p<.Ol

さらに，� 3年生の部へのそチベーションの高鮭と進路・自尊心との罵係について見たげ'ablを� 

3-2-7). t検定の結果，� r4年跨で卒業できる見込みであるjという項目でl

られ，部へのよそチベーションが高い群の方が，� i設い群と比べて，� r4年間で卒業できる

であるJと答えるものが多かった� (t (155) …2.66，p<.01). 

Ta.ble 3-2-7 3年生における部へのそチベ…ションと進路および自尊心

低群 高群�  t値� 

4年間で本業できる見込みである� 2.77 (1.05) 3.18 (0却)� -2.66林

税事誌についての見通しはたっている� 2.09 (0.97) 2.27 (0.93) -1.22 

防除心� 19.68 (5.04) 20.62 (4.64) -1.2 

}内は標準偏差， **pく� 01 

4年生の務へのそチベーションの高位と進路・議議事心との鴻係では，いずれの項告において

も有意避は見られなかった� (Table3-2-8). 

Table 328 4年生における部へのそチベーシ詩ンと進路および自尊心叩 時� 

低語学 高群�  t値� 

4年間で卒業できる見込みである 3.15 (1.13) 3.30 (1.14) 一0.77 

就職についての見通しはたっている 2.85 (1.20) 2.73 (1.25) 0.57 

20.66(5.94) 20.70 (5.∞) -0.04 

)内は標準偏差

以上のように，� 3，4年生において，モチペ…ションは競技成績・進路・自尊心に大きく鶏わ

っていた.モチベーションが高い学生iえ競技成績を伸ばし� 4年間で学校を卒業する

をもっていて，自尊心もある.競技生活， させていくために，ニモチベーシ双ン

を高くもつことはとても重要であるといえるだろう.

(早川みどり)

http:20.66(5.94
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4 上級生のモチベーションが下級生に与える影響

ここでは，上級生� (3・4年生)のモチベーションが高い部と紙い擦に分け，それぞれの誌

の下級生日，� 2年生)のストレッサー，ストレス，ニモチベ…シ滋ン，食生活管議および上級

生・指導者との関係をの違いを鳴らかにする.ぞれにより上級生のそチベーションの高f誌が，

下級生に与える様々な影響について検討する.

上級生のそチベーションが高い部と蕊い部の分類は，以下の手綴で打った.まず3年生.� 4 

年生のよそチベーション項吾の合計得点を算出し，中央穫を主義獲に� 3分鎖した.それにより上級

生がモチベーション高群，中群.1忌群の� 3群に分けられた.各部ごとに� 3群が占める割合を葬

出し，よそチベーション高群が上級生の50%以上を占める審sを「上級投のそチベーションが高

いきs(5つの蔀けとし，震対にそチペーション抵群が上級生の50%以上をおめる部を[仁級

生のモチベーションの怪い部� (5つの部)Jと主主義した.競技機関剥に見た場合，上級生のモ

チベーションが高い部は，個人競技が2部，対人競技が2音s.集開競技が� 1部，上級生のそチ

ベーションが低い部は，個人競技が2部，対人競技がI部，集団競技が2部であり，競技穂目

別による顕著な違いは見られなかった.

以上の手続きから，上級生のモチベーションが高い部と低い部で，下級生に見られる遣いを

明らかにし，上級生のモチベーションが下級生に与える様々な影響について検討する，� 

4~1 上級生のモチベーションと下級生のストレッサー，ストレス.モチベーションの関係

ここでは上級生のモチベーションの高抵が，下級生のストレッサーやストレス，そして，競

技生活に対するモチベーションに対して，どのような影響を与えるのかについて検討していく.� 

4-1~1 ストレッサー

上級生のそチベaーションの高い部と低い部で，下級生のストレッサ…に違いがあるのかを検

討するために，下級生のストレッサーに欝してt検定を持った� (Table4-1~1). その結楽，勉� 

Table 4-1 ~1 上級生のそチベーシ苦ンと下級生のストレッ寺子…

ションが語互い務 ションが低い都� 
d獲

勉学ストレッサー� 16.30 (6.70) 14お� (5.97) 1.49 

能力適性ストレッサー� 10.74 (5.81) 10.29 (5.60) 0.40 

望号生活ストレッサー� 6.42 (4.20) 6.24 (4.20) 0.22 

対人関係ストレッサー� 4.17 (3.32) 2.63 (2.62) 2.63桝

)内は標準偏笈，榊p<.Ol 
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学ストレッサー，能力渡性ストレッサー，寮生活ストレッサーについては違いが見られなかっ

たが，対人関係ストレッサ…については，� 1%水準で有意な差が見られた(t(102) 2.63). つ口� 

まり，上級生のよそチベーションが高い部の下級生の方が，低い部の下級生によヒベ，対人関係に

ストレッサーを感じていることがわかる.� 

4-1-2 ス ト レス

上級生のそチベーションの高い部と低い部で，下級生のストレスに主義いがあるのかを検訴す

るために，下級生のストレスに関してt検定を行った� (Table4-1-2). その結果，精神的不安，

身体的ストレス，否定的感情，身体的不調，対人的援立については違いが見られなかったが，

情意減退については，� 5%水準で有意な差が見られた� (t(104)ニ之14). つまり，上級生のそチ

ベーションが高い部の下級生の方が，儀い部の下級生に比べ，情意減退を感じていることがわ

かる.

つrable4-1-2 上級生のそチベ…ションと下級放のストレス

上級生のモチベ…上級生のそチベー
t1議� 

精神的不安� 2.23 (2.24) 1.83 (2.47) 0.87 

身体的ストレス� 0.67 (1.53) 0.52 (1.59) 0.51 

否定約感情� 1.93 (2.39) 1.62 (2.5吾) 0，69 

身体的不調� 3.33 (2.65) 2.73 (2，67) 1.16 

対人的孤立� 1.47 (上哲9) 0.92 (1.87) 1.47 

情意減退� 2.06 (2.20) 1.27 (1.51) 2.14キ

)内iま標議鋪笈，ホ� p<05，� 

4-1-3 ストレッサーとストレスの関係

上記の結巣から，上級生のモチベーションが高い部では，下級生における対人関係ストレッ

サーが高しまた，情意減沼というストレス反応、が高いことがわかった.それではこの� 2つの

重要閣は関係しているのだろうか.つまり，対人興係ストレッサーが需主主減退というストレス長

惑を引き起こすのだろうか.またこれは，下級生においてのみ成り立つ潤係なのだろうか.も

しこのことが成り立つのであれば，下級生における上級生のぞチベーションとストレッサー，

およびストレスの間には，� r上級生の高いモチベーション→対人関係ストレッサー→情索、減

退jという悶楽的な関係があると考えられる.

以上のことを検討するために，下級生と上級生それぞれにおいて，情意、減退を従属変数に� 4

つのストレッサーで震回帰分析(強制投入法)念行った� (Table4-1-3). 
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Table 4-1-3 情意減退を従属変数とするストレッサーの重回帰分析

下級生(I・2年生)上級生� (3・4年生)� F値

勉学ストレッサー� 0.20*** 0.02 0.87 

能力適性ストレッサー� 0.23*** 0.16* 0.51 

寮生活ストレッサー� -0.15** 0.07 0.69 

対人関係ストレッサー� 0.22*** 0.10 1.16 

説明率� (R2) 0.22帥*�  0.08*** 1.47 

数値は標準偏回帰係数� *pく.05**pく� .01*** pく� .001

重回帰分析の結果，下級生，上級生それぞれの重回帰式は有意となった(下級生，上級生の

順に，� F(4，394) =27.72，p<.OOl; F(4，375) =9.10，p<.OOl).標準偏回帰係数についてみると，

下級生においては，すべてのストレッサーが情意減退と� 0.1%水準で有意な関係にあるのに対

し，上級生においては，能力適性ストレッサーのみが，� 5%水準で有意な関係にあるにすぎな

かった.また，標準偏回帰係数の値から，下級生における対人関係ストレッサーは，情意減退

に対し，能力適性ストレッサーに次いで、� 2番目に強い関係にあることがわかる.つまり，下級

生においては，� r対人関係ストレッサー→情意減退jという関係が成り立つのに対して，上

級生においてはそれが成り立たないことがわかる.

また，上級生のモチベーションが高い部と低い部においては，下級生の対人関係ストレッサ

ーと情意減退に違いが見られ，上級生のモチベーションが高い部の方が，共に下級生の対人関

係ストレッサーと情意減退が高かった.したがって，上級生のモチベーションが高い部では，

上級生のモチベーションの高さが，対人関係ストレッサーとなり，情意減退というストレスを

引き起こしていると考えられる.� 

Table 3-2-1，Table 3-2-2で見たように，上級生のモチベーションの高さは，彼らの競技

成績の良さと関連していることから，上級生のモチベーションが高い部においては，上級生の

競技成績も良いことが推測される.と同時に，上級生の競技成績が良いということは，下級生

が試合に出たり，大会に参加するチャンスが少なくなることを意味しており，したがって，そ

のことが対人関係ストレッサーを高め，また，それが「考えがまとまらないjや「行動に落ち

着きがないj という情意減退というストレス反応を引き起こすと考えられる.� 

4-1-4 モチベーションと競技成績

上級生のモチベーションの高い部と低い部で，下級生のモチベーションに違いがあるのかを

検討するために，下級生におけるモチベーション項目の各因子に関して，上級生のモチベーシ
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Tabl母4ペーヰ 上級生のそチペーションと下級生のモチベーション

ti造� 

部への感情 15.87 (3.31) 11.77 (3.88) 5.83柿本�  

自分への感情� 15.83沿線}� 13.71 (3.19) 3.15料

ョンの高い部と低いきBで， った� (Table4-1-4) .その結果， r&Sへの惑清j冨子に� 

おいては0.1%水準で(t(103) 5.おλ「自分への感情」母子においては� 1%水準で有意な差が

見られ(t(03)口� 3.15)， ションが高い部の下級生の方が得点が高かった.つ

まり，上級生のそチベーションが紙い部に比べ，上級生のモチベーションが高い部は，下級生

のそチベーションも高いことがわかる.

さらに，上級生のそチベ…ションと下級生の競技成績の関係を検討するために，� t検定を行

った� (Table4-1-5). その結果，� r各種大会に出て活躍したjと「部活動で自分なりに満足の

いく成績・成巣をあげることができたjで5%水準(順に t(103)= 2.30 ; t(102) = 2.45)，r高
校時代より自分の技術・技能が向上したjで 1%水準� (t (101)=3.26)，r高校時代よりも記録

が伸びたjで0.1%水準で統計的に有意な葉が見られた (t (105) = 4.67). つまり，上級生のそ

チベ…ションが依い部に比べ，上級生のそチベーションが高い部の下級生のほうが，競技成績

において伸びや満足を感じていることがわかる.

(加藤弘通) 

Tabl轄� 4-1-5 J二級会長のそチベーションと下級生の競技成績

上級生のモチベー上級生のモチベー� 
ションが高いきZ ションが低い部

t1漬

各種大会に出て活縦した� 2.11 (1.05) 1.67 (090) 2.30* 

部活動で自分なりに滋i誌のいく成績・主主祭をあげ� 
ることができた

1.94 (0.96) 1.52 (0.79) 2.45事

高校持代よりも自分の技術・技意義治宝向一色した� 2.92 (1.04) 2.29 (0.94) 3.26榊� 

1.7)(1.12.69象び丈:{1高校雲寺代よりも記録・成績カ1' 4.67**事77 (0.78) 

大学に入ってから記録・成績がイキび絡んだ� 2.13 (1.17) 2.56 (1.14) 1.86 

{集密スポーツの場合)試合でレぞよみラ を絞殺した� 2.38 (1.38) 2.18 (1.27) 0.71 

}内は標準偏差， *p<.05斡� Pく守01制本�  Pく部1 

4-2 上級生のモチベーシ汲ンと下級生の食生活審理と上級生・指導者との欝係

ここでは上級生のぞチベ…ションの高抵が，下級生の食生活警理や上級生・指導者との関係

に対して，どのよう るのかについて検討していく.
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4-2-1 食生活管理

上級生のモチベーション と低い部で， 下級生の食生活管理に違いがあるかを検討す

るために，� r 検定を行った� (Table4-食生活管獲の行動jと「食生活管理の意識jについて，� t

2-1).前者は「一日食規則正しく食事をしているJ rサブリメントを常用しているJなど，

実藤に食生活管理会行っているかどうかを尋ねており，後者は，� r試合に勝つには日頃の食事

栄養昔理が重要だと患うJ r体力海上のためには食生活は重要だjなど，実努告に皆勤している

かではなく，意識芸どもっているかどうかを尋ねている.その結果，

違いは晃られなかったが，食生活驚理の行動においては，� 0.1 %水準で有意な援が晃られた 

(t(105) = 3.70).つまり，上級生のよそチベーションが母い部に比べ，上級生のそチベーション

いて実際に行動していることがわかる.が高い部の下級生の方が，

また先のTable3-1-1，Table 3-1-2で、示したように，モチベーションの高い上級生ほど，食

生活管理の行動をしていた.このこと令考え併せると，意識は別にしても，上級生のそチベー

ションが高い部では，上級生がやっていることを自然に下級生も取り入れ，その結巣，食生活

管理の行動を多く取っているということが考えられる.� 

Table 4ω2-1 上級生のそチベーションと下級生の食生活管理

よ級生のそチペー上級生のモチベー� 
t鍍

食生活管理の行動 8.87 (2.42) 7.21 (2.23) 3.70*綿 

食生i雲寺警護の窓議� 10.44 (2.05) 10.19 (2.14) 0.6 

)内は標準鋸差，材*p<.OOl 

4-2-2 上級生・指導者との関係� 

上級生のモチベ…ションが高い部と低い部で，下級生における上級生・指導者との閲係に違

いがあるかを検討するために，� r上級生との関係Jと「指導者との関係jそれぞれについて，� t 

検定を行った� (Table4-2-2，Table 4-2-3). 

その結果，上級生との関係においては，濃いは見られなかったが，指導者との関係において

は，� r普段の続習に来て〈れるJ以外の項目全てにおいて有意な差が見られ，上級生のよそチペ

ーションが高い部の f級生の方が，指導者との関係が長かった� (r公平に接してくれるjより

頼に，� t(104) =4.11，p<.OO1; t(l04)ヱロ� 2.63，p<β1; t(103) =3.44，p<β01; t(l03)ぉ� 3.91，� 

104)，ばp<.001，4.50ニ04)(1p < .001; t (lp<.OOI; t，= 4.7702)(lt1;∞p<. 03) 5.27，� 2.72，口� 

p<.Ol). 

つまり，上級生のそチベ…ションの高さは，上級生と下級生の掲擦に対しては関係していな
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Table 4-2-2 上級生のモチベーションと下級生における上級生との関係

上級生のモチベー上級生のモチベー� 

ションが高い部 ションが低い部
t値

適切なアドバイスをしてくれる� 3.27 (0.59) 3.35 (0.65) 0.61 

公平に接してくれる� 2.93 (0.86) 3.12 (0.70) 1.24 

普段の練習で指導・アドバイスをしてくれる� 3.35 (0.62) 3.25 (0.65) 0.78 

試合のとき、競技上のアドバイスをしてくれる� 3.24 (0.73) 3.31 (0.70) 0.48 

あなたの競技成績が低下したときサポートしてくれる� 3.11 (0.92) 3.04 (0.79) 0.43 

スランプのとき助けてくれる� 3.06 (0.90) 2.88 (0.83) 1.02 

信頼できる指導方針をもっている� 2.98 (0.84) 3.06 (0.80) 0.48 

尊敬できる人である� 3.05 (0.78) 3.19 (0.91) 0.84 

相談できる人である� 3.04 (0.79) 3.19 (0.89) 0.96 

自分より競技レベルが高い� 3.45 (0.69) 3.58 (0.57) I∞ 

)内は標準偏差 

Table 4-2-3 上級生のモチベーションと下級生における指導者との関係

上級生のモチベー上級生のモチベー� 

ションが高い部 ションが低い部
t値

普段の練習に来てくれる� 2.76 (1.10) 2.60 (1.∞) 0.80 

公平に接してくれる� 3.17 (0.67) 2.50 (0.98) 4.11判事

普段の練習で指導・アドバイスをしてくれる� 3.04 (0.87) 2周� (0.94) 2.63紳

試合のとき、競技上のアドバイスをしてくれる� 3.21 (0.82) 2.60 (1.∞) 3.44ホホホ

あなたの競技成績が低下したときサポートしてくれる� 2.91 (0.93) 2.21 (0却)� 3.91判事

スランプのとき助けてくれる� 2.79 (0.84) 2.02 (0.81) 4.77判事

信頼できる指導方針をもっている� 3.06 (0.89) 2.12 (0.94) 5.27判事

尊敬できる人である� 3.02 (0.90) 2.19 (0.99) 4.50判事

相談できる人である� 2.70 (0伺)� 2.19 (1.03) 2.72** 

)内は標準偏差，うく.05** pく.01*** pく∞l

いが，指導者と下級生の関係については，関係していると考えられる.また先の結果から，上

級生のモチベーションを高く維持することに成功している部とは，競技成績も良い.このこと

から，そうした部は，指導者の力量も高く，したがって，下級生との関係も良好であると考え

られる.このような観点から考えた場合，上級生のモチベーションを高く保ち，部の競技成績

を高めるためには，指導者の力というものが，大きく影響していることが予測され，今後の研

究課題であるといえよう.

(加藤弘通)
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ま と め

本論文では，体連の学生の寮生揚や食生活管理の状現について検討するとともに，

理が競技や議議動へのそチベ…ションや将来展望に及iます彰響 し，さらに誌の上級生

のそチベーシ沼ンの程震が下級生に与える影響について検討することを話的としていた.対象

となった 841名の体達の学生の調驚データの分析から，以下のような知見が得られた.

1)南王子寮で生活する体連の学生において，集団競技種目の学伎は個人競技や対人競技種目

の学生よりも，十分な睡眠と休養が取れ，自由時間があると感じていた.個人競技種目

は，築関競技や対人競技種自の学生よりも，金事をコントロールして取るという意識が高く，

なおかつ規挺正しく運動に遺った女生誌を実践していた.

運動選手にとって，金事は運動のエネルギーを供給するだけでなく，選手の骨格，第肉，心

腕系など，運動するための体の基礎構瀧をかたち作る基本となるものである.したがって競技

成績へのそうFベ…ションの高い選手は，競技成績向上の手段の 1っとして，食生活管理を重要

視するのは当然といえる.どの競技においても競技者としての基本?ある身体づくりやコンデ

ィションは大切な要素であり，選手自身もっとも気を配ることがらの lつである.吉分の身体

的な状i廷が競技成績に重接的に結びつく競技は，日常生活において余生活への髭惑が欠かせな

い.競技成績が数値で表される競技は食受話管理にも包常，庇護する 16、要牲に追られ，食生活

審理に神経重要に対志することとなる.…方，球技等のチームスボ…ツにおいては，個人の技

術，技能はもちろんではあるが連携プレ…が大きな要素を占め，偶人競技のような身体コンデ

ィションカf即成績と結び、つかない点が多々見られるため，食生活に大きな関心を抱かない傾向

がある.そのために食生活管漂に競技縁日による差があらわれてきたものと考えられる. 

2)夜食会食べる学生は戟食会食べない傾向があり，輯食を貴べない学生は食べる学生に比

べて，ストレスを強く惑とる傾需にあった食生活の重要性を器識し，適切な食生活を実践し

ている 高校時代に比べて， ションをもって積極的に部活動や競技に取り

組んで、いた.モチベーションの高い学生は，ブアーストフードをあまり食べず，タバコも吸わ

ない傾向にあり，サプリメントを常用したりカロリ一計算をして食事をしたりしていた.ま

た，朝食もきちんと食べる傾向にあった.食生活をきちんと管理している学生は，大学卒業後

も，競技を続けて戎綾・記録を伸ばしていきたいと考える傾向にあった.盤技令部活動へのよそ

チベーションが高い学生は，実擦の競技生活でも各議の大会で活議したり，レギュラーになっ

たり， i祷裁のいく成績・成果をあげたと答える傾向にあった.その逆に，モチベ…ションの抵
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い学生は，高校時代よりも成績・記録が伸び悩んで、いる者が多かった.また，モチベーション

の高さは自尊心にも連動するとともに� 4年間で卒業する見込みも強く感じていた.

食生活管理は日常的なことがらであるが，それを日々実践している学生は，自らが行ってい

る競技に対するモチベーションを向上させており，食生活管理はモチベーションとも強い関連

があることがわかった.さらに，そうした学生は現在の競技生活のみならず，卒業後の生活に

対しでも積極的な展望をもっていることがわかった.食生活の管理は，広い意味において，自

分の行動コントロールに結ぴつくものであり，そうしたコントロール能力を日々発揮している

学生は，結果的に自分の競技力を向上させる一方で，現在だけでなく未来をも明るく展望する

ことカ宝できるといえるだろう.

3 )上級生 (3・4年生)のモチベーションの程度は，下級生(I・� 2年生)のストレスやス

トレッサーを強める方向に作用する一方で，競技成績の伸びや満足度，食生活管理の行動，指

導者との関係などを良好な方向に強めていた.

体連の部は，各年度ごとに競技成績が変化する.上級生のモチベーションが高い部は，競技

成績も優秀である可能性が強い.そのために下級生がストレスやストレッサーを感じやすくな

る一方で，上級生がモデルとなって下級生の競技成績を向上させたり，日常的な食生活管理の

実践を強めていくのではないだろうか.体連の部活動においては，個人の競技成績だけでな

く，運動選手の集団組織として，そこに所属するメンバー聞の相互影響が非常に重要であると

いえるだろう.そこに，学生スポーツの存在意義を見出すことができるであろう.

以上のことから，日常的な食生活管理にあらわれるような自己コントロール能力は運動選手

の身体づくりのみならずモチベーションの維持・向上にも重要な意味をもっていることが示唆

された.

(都筑 学)
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